とき、 せっせと 模型飛行機 をつ くって いる。 

ホテルで 丁坊が 儲けた お金の その 半分 は、 模型 飛行 

機材 料 を 買う ためにな くな つ てし まう。 

丁坊の 家族 は、 お母さんが 只 ひとりい る きりだ。 お 

父さん は、 今から 十 年 ほど 前、 なくなった。 このお 母 

さんと いう 人が 変って いて、 丁坊が 飛行機 模型 をつ く 

るのに、 ホテルで 儲けた 尊い お金の 半分 をつ かってし 

おこ 

まう ので、 さぞお 怒りなん だろうと 思って いると、 そ 

うで はない。 

ていたろう 

「丁 太郎 (これが 丁坊の 本名 だ) は 飛行機が すきなん 

だし、 それに 手 も 器用なん ですから、 わたくし は 飛行 



丁坊 は、 そのまま とび 上る ようにして、 自分の 部屋 

の 窓 を あけた。 

「お— い。 清ち やん。 早く こっちへ おいでよ。 ばかに 

今日は 遅い じ やない か」 

夕刊 をば さ つ と 投げ いれる 音が した。 

それからば たばた と、 窓 下へ かけて くる 小さい 足音 

がした。 赤い ペレ —幅が みえた。 その 下で 白い 顔が 

笑って いる。 

「おや、 II 」 

と、 丁坊は 叫んだ。 

「おや、 ユリち やん じ やない か。 兄さん はどうし たの」 



「その 大きい 硬い ものって、 何だった の」 

どち ゆ 1 つ 

「それが 分らない のよ。 土中に 深く 入って いて、 中々 

掘り だせな いんです つて」 

ユリ 子 は 悲しそう に 首 を たれた。 

「なんだ ろうね、 そいつ は。 清ち やん を 怪我 させて、 

黙って 地面の 下に もぐって いるなん て」 

丁 坊は大 へん 腹 を 立てた。 

「よし、 僕が 一 ついって 見て きて やろう」 

そういって、 お母さん や ユリ 子の 停める の もき かず 

に、 暗い おもてに 飛び だした。 



はじめた。 

そのと き 近くで、 ふと 足音が 聞え たと 思ったら、 

「あつ、 —— 」 

と、 丁坊 がさけ ぶ ひま もない ほど すばやく、 彼の 頭 

きれ かぶ 

の 上から、 なに か 大きな 布が ばさりと 被 さった。 

「うう 1」 

と、 呻って みたが、 もうだめ である。 何者と も 知ら 

ず、 二三 人の 大人が あつまつ てきて、 丁坊 のから だ を 

かるがると 抱き上げた。 そして 丁坊を どこかへ 連れて 

ゆく。 

そのうち 丁坊 は、 なんだか いいに おい を かいで いる 



さい。 あたり を 見る と、 誰もい ない。 

「ここ は どこだろう」 

そう 思 つ た 彼 は、 寝台 の そば に 小さ い 丸窓 の あるの 

に 気がついて、 顔 を そっと その 方へ よせた。 そのと き 

おどろ 

の 愕 きくら い、 丁坊 にと つ て 大きい 愕きは 外にな か つ 

た。 

「うわ— つ、 飛行機に のって いるの だ」 

しかし その 愕き は、 まだまだ 小さかった。 彼の 目が 

ひよ いと 向う の 方に うつる と、 

「ああつ、 —— 」 

と、 IE: きの あま リ息 がと まるよう に 思った。 



いたと き は 飛行機の なかの 寝台に ねて いたの だ。 とこ 

ろが その 飛行機 も、 ただの 飛行機ではなかった。 

空 魔 艦と よばれる 世界一 の おそろしい 飛行機で あつ 

た。 まるでお 城に 翼 を はやした ような、 ものすごい 

か つ こう をして いる 空 魔 艦であった。 

大砲 や 機関銃 やらが、 いくつ あるの かちよ つと 見た 

力 To- 

くらいで は、 数が わからない というた いへんな 攻撃力 

を もっていた。 

その 空 魔 艦の おそろしい 姿 を、 丁坊は 窓の そとに 見 

た。 そこ を とんで いるの だった。 丁坊 のの つてい る 飛 

行 機 も、 やはり 空 魔 艦であった。 つま リニ 台 編隊で、 



てく るの が 見えた。 

一機で はない。 二 機、 三 機、 四 機、 五 機 —— みんな 

で 五つ か 六つ ある。 それが いずれも 編隊 を くんで、 

まっさかさま にこ つち を 狙い うちにまい おりて くるの 

だ。 

ど ど ー ン、 ど ど ー ン。 

大きな 砲門 も ひらいた。 

空に ぱっとう すずみい ろの 煙が、 ハンカチの 包み を 

ほおり だした ように あらわれる。 

こっちの 空 魔 艦から うってい るので ある。 

ダダダ タン、 ダダダ ダン I 



空中戦 を やった じ やない か。 戦争 を やる この 飛行機が 

…：- J 

「うう、 まあ 待て」 と チン セィは あわてて 少年の 口 を 

おさえた。 

「それ を 見た か。 あれ は、 こんな さびしい ところ を 飛 

んで いる と ああ い う 空中の ギ ャ ング がよく 現れ るの だ。 

だから こっちで も 大砲 や 機関銃 を もっていて、 空中の 

ギャング を ああい う 風に おっぱら うんだ」 

「そうかね」 丁坊 は、 よく 分らない けれど、 分った よ 

うな 返事 をした。 

「チン セィ さん、 この 飛行機に は 名前がない のかい」 



S ヽ --こ o 

nnn レ メ 

ぼうどくめん ぼうどくい 

はっとう しろ を ふりかえ ると、 防毒面に 防毒 衣 をつ 

けた 人相の わからない 者が、 二人ば かり 入って きた。 

たくま 

なに か 分らぬ 言葉で 叫ぶ と 一 人が 逞しい 両腕 をの 

ばして、 丁坊 をむ ずと つかまえた。 

「な、 なに をす るんだ」 

丁坊 は、 力の かぎり はねまわった。 が、 とても 大人 

の 力に 及ばない。 そのうち にもう 一人が もってき た 袋 

のよう な ものの 中に、 丁坊 のから だはす ぼり と 入れら 

れて しまった。 その 袋 は 丁坊の 首の ところでぎ ゆ ー と 

バ ンド がし まるよう にな つていた。 



レ 

「笑い 熊」 が 手 を あげて 合図す ると 怪人た ち は 太い 針 

金で もって、 丁坊の 身体 をぐ るぐ ると 捲いて しまった _ 

どうす るの かと 思つ ている と、 「笑い 熊」 が チン セィ 

を よんで、 なにごと か を 命令した。 

それ を 聞いて いた チン セィ は、 窓の そと をの ぞいて 

さっと 顔色 を かえた。 そして 丁坊の そばに よって、 気 

の 毒そう な 声で いった。 

「丁 坊、 いまから 試験が 始まる そうだ。 これから お前 

は、 地上に おろされ るの だ。 そして それから 先、 どん 

な 目に 遭おうと も、 黙って 我慢して いて、 後に われ わ 



れが 迎えに 行く まで 待って いるの だ、 いい か」 

地上に おろされる？ 

どういう 風に おろされ るの だ。 彼の 身体 は、 いま 針 

金で ぐるぐ る 巻きに されて いる。 なんだか 一向 わから 

ない。 

「笑い 熊」 が、 また さっと 手 を あげた。 

すると 怪人た ち は、 いきなり 毛皮の 袋に 入った 丁坊 

を だきあげて、 窓の 外に 出した。 

「呀 ッ、 II 」 

目が くらくらした。 はるかに 何百 メ ） ^ル 下の 氷原 

が、 きらきら 光って いる。 



空 魔 艦の 上から、 一本の 綱で もって 宙 につり さげら 

れ た丁坊 は、 気が 気で はない。 

丁坊の 身体 こそ は 温い 毛皮で 手 も 足 も 出ない ように 

包まれて いる けれど、 顔 は むきだし になって いて、 氷 

ま つ 

のよう な 風が び ゆうび ゆうと 頰ぺた をう つ。 顔 一 面が 

こわばって しまって、 すっかり 感じが なくなり、 まる 

で 他人の 顔の ような 気がする ので あ つ た。 

下 はま つ しろに 凍り ついた 氷 Is である。 



ものの 形ら しいの は、 氷 上の 難破船 一 つであった。 

「あれ は どこの 国の 船だろう かな あ」 

もちろん 檣に は、 どこの 国の 船 だか を 語る 旗 も あ 

まづ .S 

がって いず、 太い 帆げ たも、 たるんだ 帆綱 もまる で 綿 

で つつんだ ように 氷柱が ついている。 

丁坊 をつ りさげた 綱 は 風に あおられて、 いまにも ぷ 

つりと 切れそう だ。 切れた が 最後、 いのちがない。 な 

にしろ 氷 上まで は 少なくとも 七 八百メ ） ^ルは ある だ 

ろう。 綱が 切れれば、 身体 は 弾丸の ように 落ちて いつ 

て、 かたい 氷に ぶっかり、 紙の ように 潰れて しまう で 

あろう。 



ら つ かさん 

落下傘 



死の 神の 囁きが、 丁坊の 耳に きこえて きた。 

「いよいよ 最期が きた。 II 」 

ちょうど 

と 思った 丁度 そのと たんの 出来事だった。 彼の 身体 は、 

急に 上 へ ひきあげられ たように 感じた。 

「おや、 —— 」 

びっくりして、 彼 は 空 を 見上げた。 

空に は、 まっすぐに 伸びた 綱の 上に、 白い 菊の花の 



こじよ-つ さ 

は 小 蒸気 ぐら い に 思 え た 難破船が 、 だんだん 形が 大き 

く 見えて きて、 今 はどう やら 千 五六 百 トン も ある 大き 

な 船に 見えて きた。 

すると 船 上に、 今まで 見えなかった 人影が 五つ 六つ 

現われて いるのに 気が つ いた。 

「ああ、 人 だ。 あの 船に 人が いる」 

丁坊は 嬉しかった。 

たとえ 善人で あろうと 悪人で あろうと、 そんな こと 

はどうで もい い。 生きた 人間が いさえ すれば いいの だ。 

氷原に 誰 一人と して 生きた 人間が いなければ、 このま 

ま 落下傘で 下りて みたところで、 丁坊は 餓死す るか、 



いや、 こわく はない。 その 白熊 は 顔面 を まつ 赤に 染 

めて、 氷 上に ぶった おれて いたの だ。 血 だ、 血 だ。 そ 

の 赤い 血 は、 傷口から ふいて 氷 上に 点々 としたた つて 

いた。 

「ああ、 あぶない ところだった」 

ま つ さき 

毛皮 を 頭から かぶった 真 先に とんで きた 人間が、 銃 

の.^ 尻で 熊の 尻べ た を ひっぱたいて、 嬉しそうに 叫ん 

だ。 その 声 は、 丁坊 をたい そう おどろかせた。 

なぜ つて？ 

まぎ なつか 

なぜと いうに、 それ は 紛れ もない 懐し い 日本語 だつ 

たからで ある。 



くそう 

ぱたぱ たと 続いて かけつけた 同じような 服装の 人が 

五六 人み な 銃 を 手に 握って いる。 この 人た ちのお 蔭で、 

丁坊に 喰い つ こうと 思 つ て 氷 上に 待って いた 白熊が 

いころ 

射殺された。 すると この 日本人た ち は、 あきらかに 丁 

坊の 危難 をす くって くれた ことになる。 

「おじさん、 白熊 をう つて くれて ありがとう」 

と 丁坊が 大声で 叫ぶ と、 かけつけた 人た ち はふり か 

おどろ 

えって 愕 きの 眼 をみ は つ た。 

「な、 なんだ つて、 —— お前 は 日本語 をし つてい るの 

か」 

「知らないで どうす る もの か。 見よ 東海の 天 あけて I 



I 僕、 日本人 だもの」 

落下傘に つ い ていた 少年が、 愛国 行進曲 を あざやか 

に 歌って、 僕 は 日本人 だ あと 叫んだ ので あるから、 氷 

上の 人た ち は あまりの 意外に 眼 をみ はるば かりだった。 

「 ああ、 たしかに 日本人ら しい。 どうして まあ、 

こんな 北極に ちかいと ころへ 君 はやって きたんだ」 

と、 最初に かけつけた 男が いって、 丁坊に 近づこう 

とすると、 残りの 人た ちがび つくりし たような 顔 をし 

て その 身体 を ひきもどした。 

いちき 

「おい 一木。 はやまつ たこと をして はならん ぞ。 近づ 

いちやい かんとい うの だ」 



せま 

R 後 は 迫る 



若 鷹 丸 は、 刻一刻と 氷の 下にめ りこんで いった。 

大月 大佐 は 隊員 を 指揮して、 船 内に あった 大切な 器 

具 や 残り 少 くない 食糧 を 氷原に はこばせた。 船 はだん 

だん 傾き はじめた。 船首が たかく 上に もちあがって、 

船尾 はもう 氷と すれすれ になった。 いままで 真直に 

立って いた 檣が、 今 は斜に 傾いて いるの もま ことに 

哀れな 姿であった。 



んど みな 出ました。 こんど は エンジン を 出したい ので 

すが、 どうも 間に あいません」 

と 隊員が 大声で 叫んだ。 

「いや、 どう 無理 をしても エンジン は 出さ なきや いけ 

ない。 無電 室に 小さい のがあった じ やない か」 

「あれ は 前から 壊れて いるので す」 

「壊れて いる？ 壊れて いても、 エンジン を 一つ も 出 

さない より はまし だ。 出して 置いた 方が いい。 それ か 

ら 椅子 や 卓上 や 毛布な ど 隊員の 生活に 必要な もの は 一 

つの こらず 出して くれ」 

「ええ、 そいつ はもう すっかり 出して あります。 ^の 



ばかりに 見えた。 

「おい 皆、 早く 逃げろ。 無電 装置より は 人命の 方が 大 

事 だぞ」 

そ の 声が 無電 装置 をう，) J かすのに 夢中の 隊員 の 耳に 

やっと 通じた もの か、 おうとい う 返事が あった。 

「おい、 最後の 努力 だ。 さあ 力 を 合わせて、 そら、 よ 

いしょ」 

ど ど ど ど つ という 足音と ともに、 嬉し や 無電 室から 

大勢の 姿が あらわれた。 彼等が 周囲から ささえて いる 

の は、 最後まで 望み を 捨てなかった 無電 装置 だ。 

彼等 は 室外に 出る と、 只ならぬ あたりの 光景に 気づ 



うな 

いて、 一せ いに うむと 呻った。 いつも 見なれ てきた 平 

らな 甲板 は、 今 は 立て 板の ように 傾いて いる。 また 

ずっと 下にあった 氷原が、 手に ふれん ばかりの 近 さに 

盛り あがって いる。 

「おい、 もう 一秒 も 余す ところがない ぞ。 思いきって 

氷 上に とびおりろ」 

と大月 大佐 は 必死にな つ て 怒鳴 つ た。 

「わつ、 II 」 

一同 は 無電 装置 を舷 から 外に 押し だした。 そいつ は 

うまく 氷の 上に ひっかかった。 その代り 隊員の 姿 は 氷 

の 下に 隠れた。 



「おい、 なに を ぐずぐずして いるんだ。 船首の 方へ 匍 

い あがれ。 そして 氷に とびつ くんだ」 

大佐 は 手すりに ぶらさが つ て 叫んだ。 

もういけ ない。 めり めり という 船腹 をく だく 物凄い 

音響 だ。 これに 入り乱れて、 氷片を 交えた 北極の 黒い 

あ. T わ 

海水が、 ) /ぼ ^ ぼと 下から 泡 を ふ いて 湧き あがる。 

すべ 

逃げ そこねた 隊員 は、 最後の 力 を ふりだして、 滑る 

甲板 を よじのぼる。 

こくえい ひょうじょう 

黒影が 一つ、 また 一つ、 氷 上 に とびだして ゆく。 

「もういな いか、 誰 だ、 残って いるの は」 

大月 大佐 は、 隊員の 身の上 を 心配して、 まだ 舷の手 



丁坊の 声が きこえて くるの か。 

"お前が 日本人なら 聞かしても いい ことなん だが I 

という 声 は、 たしかに 隊長 大月 大佐の 声であった。 

「笑い 熊」 は マスクの 中で にや リと 笑って、 

「いよいよ 喋り だした ぞ。 あつ はつ はつ、 探険 隊の 

奴ら も 小 枠 も、 まさか あの 小 枠の 身体 を 包んだ ゴム 袋 

の 中に、 無線電話 機が 隠して あると は 気がつか なかろ 

う。 見て いたまえ。 いまに 俺た ちの 知りたい 探険 隊の 

秘密の 目的 やなに かも、 どんどん 向う で 喋って くれる 

ぞ。 そうすれば わが 空 魔 艦の 活動 も、 たいへん 楽に な 



) o 3 、 ヽ ヽ , 

る * つ、 ん >ん> る」 

驚くべき こと を、 「笑い 熊」 は 云った。 丁坊の 身体 を 

包んだ ゴム 袋の 中に、 無線電話 機が 入って いると いう 

の だ。 もちろん 丁坊も 知らなければ、 隊長 大月 大佐 も 

これ を 知らない。 そして これが 恐るべき 空 魔 艦の 一 味 

に 盗み 聞かれる と は 知らず、 大佐 はだん だんと 重大な 

話 を 隠された マイクロフォンの 前に 始めよう とする。 

ああ 危 ぃ危 い。 



重い 使命 



に 聞え ている の だから、 まことに 危 いこと だった。 

高声 器の 前にいた 空 魔 艦の 隊長 「笑い 熊」 は、 う ふ 

ふ ふと 気味 わるい 笑い声 を あげた。 

「そうか。 この 若 鷹 丸 は、 やはり 俺た ちの こと を 探偵 

にやって きたの だった か。 氷 上 づたいに 俺た ち を 攻め 

るなん て、 生意気な こと をい つてい るな。 よし、 それ 

では こ つちに も 覚悟が ある ぞ」 

と、 ひとりで 肯 くと、 また 高声 器の 前に 耳 を 傾けた _ 

ところが、 高声 器 はもう 何にも 物 をい わなくな つた _ 

「おい、 無線 長。 聞え なくなつ たじ やない か。 一体 ど 

うした のか」 



ろうばい 

と い えば、 狼狽し て しきりに 目盛 盤 をう w J かしてい 

た 無線 長 は、 頭 を 一 つ 大きく ふリ、 

「どうも 変な ことが 起り ました。 急に 相手の 会話が 聞 

えなくな つたので す。 あのい い 器械が 故障に なること 

なんか、 ない 害なん です がね」 

ふ し ぎ 

と いかにも 不思議そう であった。 



秘密 発見 



「隊長。 これ は 無線電信の 送信 装置です よ。 いままで 

真空管が つ いていた ところ を 見る と、 この 器械の そば 

で 喋って いた こと は、 すっかり 電波に なって 空中 を 飛 

ん でいた わけです よ。 これ は 空 魔 艦の たくらみです。 

だから こ つちの 話 はすつ かり 向う に 聞かれち ま つ た わ 

けです ぞ I 

と 無線 技士は 顔色 を かえて、 大月 大佐に その 精巧な 

器械 を 指した。 

隊長 は 大きく うなずいて、 

「うむ、 気がつい たのが 遅かった。 いや、 それで 丁坊 

少年 を 空 魔 艦が 氷 上に なぜお としたか 漸く 分った。 



空 魔 艦の なげお ろす 爆弾 は、 いよいよ 氷 上に ぶつ 

かった。 

ど ど ー ン、 ぐ わ ー ン、 ぐ わ ー ン。 

ずしん ずしん) > j ご— つ。 

あっちに こっちに、 硬い 氷 を やぶって 吹雪の ような 

氷片 がと ぶ。 

ま 

まっくろな 硝煙 は、 氷 上 をな める ように 匍う。 

実に おそろしい 光景が いくたび となく、 くりかえさ 

れた。 

隊員 は、 声 をから して、 お 互に はげましあった。 



「よお し、 明日の 夜まで ゆっくり 英気 を やしなって、 

いよいよ 最後の 活動 を はじめよう」 

両組 は、 途中で 敵に 見つけられ もせず、 道 もつ いて 

い て、 今 ここにう まく 出会った こと を よろこび あ つ た _ 

さていよ いよ 第五 夜が やって きた。 

決死隊 は、 ふたたび 甲乙の 二 組に わかれ、 闇の 中 を 

いさみ 出発した。 戦闘に つかう もの だけ を 持ち、 他 は 

みなそこに のこして おいた。 

乙 組の やる こと は、 空 魔 艦 をう ごけない ようにす る 

ことで あ つ た。 

大月 大佐の 甲 組の 方 は、 敵と 撃ち あい 切り あう 戦闘 
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